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                                        校 長  松元 智 

 

 6 月 4 日に「せっぺとべ」が開催され、鬼丸神社と日置八幡神社の神事

に参加した後、大人たちが泥まみれになりながら踊る様子や学校の正面玄

関前では、巡回で回ってきた子どもたちが披露する鎌踊りや虚無僧踊り、

笹踊りを堪能しました。また、5 月 28 日の夜には、先生方と二手に分かれ

てお田植踊り練習を激励した際には、多くの地域の方や保護者が熱心に

見守り、ご指導している姿に驚きました。子どもたちは真剣に取り組み、粘

り強さや自尊心を育んでいると感じました。 

こうした地域の支えと子どもたちの努力によって、この地域には本当に素晴らしい環境が根付いていると実感し

ました。地域行事は異年齢間での教え合いを促し、やりがいや充実感を経験させ、自尊感情を高める貴重な場と

なります。地域の方からは、子どもの頃に参加したこの行事が郷への思い出となり、大人になっても仲間との絆を

深めていると聞き、その意義を改めて実感しました。 

地域ごとの伝統行事は、子どもたちの心のよりどころとなる大切な土台づくりにつながっています。そして、それ

が本校の児童生徒の素直さや礼儀正しさなど、人間性の基礎形成にも寄与していることは間違いありません。 

 

 

 

本校の人権週間の取組の中で、全校朝会を行い「三尺三寸の箸」のお

話をしました。伝えたかった思いは、「自分の幸せしか考えない人は結局

幸せになれませんよ」という言葉です。自分だけの欲しいものややりたい

ことを追いかけると、一時的には満足できるかもしれません。でも、そのま

ま続けていると、だんだん孤独になったり、人とのつながりが薄くなったり

して、本当の幸せは遠ざかってしまいます。逆に、「周りの人が喜ぶことを

すれば、自分も幸せになれる」という考え方が大切です。誰かに優しくした

り、困っている人を助けたりすると、その行動が自分にも良い気持ちをも

たらします。たとえば、友達に笑顔で接したり、家族を思いやったりすることで、自分も心が温かくなります。そして、

その気持ちは巡ってきて、自分に返ってきます。 

また、この考え方は、「みんながお互いを大切にしよう」という気持ちともつながっています。みんなが相手のこと

を尊重し合いながら学校生活を送れば、さらに安心して幸せな学級、学校となります。「自分だけじゃなくて、みん

なも大事にすることで、本当の幸せになれる」ということです。一日一善、小さな親切から始めてみましょう。その積

み重ねが、大きな幸せにつながります。みんなで思いやりを持ちながら学校や社会を作っていきましょう。それが、

一人ひとりが本当に幸せになるための第一歩です。 

せっぺ 翔べ 

令和７年度 ６月号 

「地域と子どもたちが紡ぐ伝統行事の絆と未来」 
 

「思いやりとつながりが生む真の幸せ」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 7月行事 

１ 火 9年 高校説明会（私立高校）①～④ 

２ 水 
4～6年 委員会活動 

9年 高校説明会（公立高校）①～④ 

３ 木 8年 研究授業（国）（教育センター移動講座） 

４ 金 【後】人権教室⑤⑥ 

７ 月 
9年 三者面談週間（～11日） 

7年 総合：ひおき学⑥ 

８ 火 

全校朝会 

7年 総合：ひおき学⑥ 

8年 総合：平和学習⑥ 

９ 水 【前】学期末 B校時  クラブ活動⑥ 

１０ 木 
８年 平和学習⑤⑥ 

９年 血液教室⑤ 

１１ 金 【前】学期末 B校時  

１２ 土 

土曜授業 

【後】授業参観・学級 PTA 

家庭教育学級 １１：４０～１４：００ 

１７ 木 
７年 SOSの出し方教室 

「SOSの受け止め方に関する講演会」 

１８ 金 終業式・大掃除・学活  

１９ 土 夏休み 県中学校総合体育大会（～28日） 

 

７・８月の主な行事予定 

 歯と口の健康週間 〜前期課程〜  
 ６月の「歯と口の衛生週間」（６/４～６/１０）に，歯の健

康を考える学習をしました。 

１・３・５年生は，学校歯科医のはぜもと歯科医院から

櫨元先生に御来校いただき，２・４・６年生は，養護教諭

の笠野先生と教育実習生の古垣先生の指導のもとで

「歯の大切さと歯の健康を考える学習」を行いました。  

さらに，保健委員会による啓発活動も実施しました。 

歯を失う原因の一つとして，歯周病についても学び，

子供たちは，その要因である歯垢を取り除くための歯み

がきの方法を実際に体験しました。 

「自分の健康・命」は自分で守ることのできる子供の育

成を目指し，機会をとらえて指導を重ねています。 

 また，歯科検診の結果もお知らせしています。受診の

お勧めがあった御家庭におかれましては，早めの受診を

お願い申し上げます。子供たちの健康で幸せな未来のた

めに，御理解と御協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

櫨元先生による指導  保健委員会によるビデオ放送 

 県大会へ 地区総合体育大会終わる  

 地区の総合体育大会が，６月 10 日～12 日に実施

されました。（陸上競技は５月 14 日。）それぞれのも

てる力を発揮し，日吉学園の代表として健闘しまし

た。入賞し，地区の代表に選ばれた選手の皆さん，お

めでとうございます。7月 19日から行われる県大会

へ向けて，精一杯、頑張ってください。 

 なお，各大会の主な結果は，下記のとおりです。 

陸    上   女子１００m  .7年   古里 紫乃    

卓球 個人   5位入賞  9年   平野 恭大 

          6位入賞  8年   古市 宗煌  

空    手   優   勝  .7年   .松原 小夏 

 いのちふれあい学習 〜８年生〜  

日吉支所の保健師の皆様を講師にお招きし，「いのちふれあい学習」を実施しました。学習の中では，赤ちゃん

が生まれるまで，生まれた赤ちゃんと周囲の人との関わり，妊婦体験，そして命のつながりについて考えること

ができました。これらの学習を通して，自分という命の尊さと同時に，他者もか 

けがえのない存在であることを考えることができました。 

 児童集会 〜４・５・６年生〜  
６月１９日に体育館で，児童総会を実施しました。 

はじめに、今年の児童会のスローガン「あふれる笑顔 

楽しい学園」が発表されました。その後，スローガンに

基づいた学級目標や活動計画の発表，さらに各委員会

からのお知らせやお願いなどがありました。 

「みんなが笑顔になれるように」というスローガンを

意識した前向きな明るい集会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

図書委員会          広報委員会    

（感想文より） 自分がどのようにして生まれたのか詳しく知ることがで

き、母はこんな辛い思いをしながら産んでくれたんだと知れたので、勉強

になりました。（中略）命の大切さや妊婦さんや赤ちゃんを産んだ方の大変

さがよく分かりました。（中略）これからも命を大切にしていきたい。 

（家族へメッセージ） 自分を産んでくれたことに感謝します。 

 ボランティア認定証  

 日々の児童クラブでのボランティア活動が認めら

れました。これからも頑張って下さい。 

 認定証受賞    ７年  池之上 十真 


